
　　　リニューアルオープン間近！！
　令和５年10月からの大規模な改修工事により、ご不便とご迷惑をおかけしましたが、おかげさまで
裏磐梯ビジターセンターは令和７年４月18日にリニューアルオープンすることとなりました。

リニューアル工事では、休憩室を新設したほか、展示を一新しました。
また、冬はペレットボイラーを使用した床暖房、夏は雪をつかったクーラーで快適に過ごせます。

展示のテーマは「すみか」
裏磐梯を住家とする様々な生き物たちを通し、裏磐梯の魅力を体感していただけるよう、皆様のお越
しをお待ちしております。

　また、裏磐梯ビジターセンターのリニューアルオープンを記念して、イベントを開催いたします！
磐梯山ジオパークの専門家や展示監修者による講演会のほか、クイズやマルシェなどの
だれでも参加できるイベントも開催！詳細は裏面のお知らせ欄をご覧ください。

▲新設された休憩室
　窓からは吾妻連峰の雄大な
景色が望めます。国立公園や
磐梯山ジオパークの解説パネ
ルも！

▲外観も綺麗になりました

▼磐梯山周辺ジオラマ
　磐梯山周辺の地形模型！
今どこにいるんだろう？
磐梯山の裏と表の形はどう違う？
いろんな視点で眺めてみよう！

他にも様々な展示で国立公園の魅力を
発信しています！！

皆様のお越しをお待ちしております！

自然解説員の巡視日記自然解説員の巡視日記

災害級の豪雪災害級の豪雪
　昨年の冬は桧原湖が凍らないほどに暖かく、雪の量もシー
ズン初めこそ多かったものの、シーズン全体で見れば控えめ
の印象でした。対して今年の冬は全国ニュースでも取り上げ
られるほどに雪が多く、裏磐梯に長く住まわれている方からも
「ここまでの雪は初めてだ」というお話を聞きます。

　吹き溜まりなど、雪が多く積もっている所では積雪深4ｍを超える場所もあり、雪の重さによる建物の破損、
落雪、スリップ事故など、様々な場所で被害をもたらす今年の雪はまさに「災害級の豪雪」となりました。
　近年、異常気象が多すぎて「異常」という言葉が当てはまらなくなってきたようにさえ感じさせます。来年こそ
例年通りの冬が来るといいのですが…。

森のヌシ　ツキノワグマ
裏磐梯図鑑 No.42

　世界に生息する8種のクマの仲間のうち、日本には
ヒグマとツキノワグマの2種のクマが生息しています。
　日本最大の陸上哺乳類で、北海道に生息する
ヒグマは2ｍを超える大きさに成長します。
　裏磐梯を含む、本州・四国に生息するツキノワグマ
は1ｍ50ｃｍ程と、ヒグマと比べれば小型ですが、
それでも同地域最大の哺乳類であり、まさに森のヌシ
として存在感を放っています。

　ヒグマとツキノワグマ

参考　（財）自然環境研究センター編.”クマに注意！－思わぬ事故をさけよう－”.環境省HP.2010-11
　　　　小池伸介.森と生きる　ツキノワグマのすべて.文一総合出版,2020

　クマといえば皆さんはどんなイメージを持っている
でしょうか？茶色い大きな動物？川でサケを捕まえて
いる？多くの方が持っているクマのイメージは北海道の
ヒグマに近いものだと思います。
　ツキノワグマは大型犬くらいの大きさで、主に
植物質のものを食べる雑食動物です。色は真っ黒で
胸に名前の由来である白い三日月模様があります。
　冬の時期は冬眠をしていますが、母グマはこの冬眠
の際に出産と子育てをします。生まれた子グマは
１年半のあいだ母グマと一緒に行動しますが、
生まれた翌年の冬眠明けからしばらくたった夏ごろに
ひとり立ちをします。

　ツキノワグマの生態

　近年、クマによる被害をニュースで見かけることが
増えています。さまざまな要因が考えられていますが、
そのうちの一つに「人とクマとの距離が近づいてる」
という話があります。
●実がなったままの果樹や生ごみ、食品の袋など、
　クマを誘引するものを放置しない。
●林内では音を出しながら歩き、至近距離でばったり
　出会うことを防ぐ。
●過剰に恐れず、かといって近づきすぎず、
　適切な距離を保つ。
クマと共存する為には、このような対策が重要です。

　現在の裏磐梯では、クマとの共存ができていると
考えられます。クマが生息する豊かな裏磐梯を
いつまでも残せるよう、引き続き努力していきましょう！

　クマとの共存を目指して

　創作の世界では、クマの仲間はしばしば「森のヌシ」
として描かれます。実際の生態系においても、ツキノワ
グマはその頂点に君臨しています。
　ツキノワグマは、サルナシやヤマブドウなどの果実
を食べますが、これらの果実の中に含まれる硬い種は
消化されずにフンとして排出されます。
　このようにクマの移動能力を使って種を遠くまで
運ぶ植物もいるため、もしクマが絶滅してしまえば、
これらの植物の分布や更新に多大な影響を及ぼす
ことが予想されます。
　つまり、ツキノワグマはただの森のヌシではなく、
森を作るクリエイターの一員でもあるのです。クマを
守ることは、森そのものを守ることにつながります。
　しかしながら、クマは世界中で絶滅の危機に瀕して
おり、日本でも九州ではすでにツキノワグマが絶滅し、
四国や中国地方でも絶滅の危機に瀕しています。

　ツキノワグマは森のヌシ？

九州では絶滅
四国・中国など
では絶滅危惧

エゾヒグマ
Ursus arctos yesoensis

ツキノワグマ
Ursus thibetanus

▲裏磐梯ビジターセンターの
敷地内を歩く若いツキノワグマ（2012年）

冬　　　　　　　　　　春　　　　　　　　　　　夏　　　　　　　　　秋　　　　　　　　　

冬　　　　　　　　　　春　　　　　　　　　　　夏　　　　　　　　　秋　　　　　　　　　

親離れ親と一緒に冬眠

誕生 初めての外 冬眠に備える

◀2023年1月30日
五色沼自然探勝路東側
出入り口の様子

▶2025年2月6日
同じ場所の様子
高いところでは3ｍちかく
雪が積もっています。

◀2025年1月10日
同じ場所の様子
１月の時点で2ｍ以上
の積雪です。
この後も何度も大雪の
日がありました。
今年の雪解けは遅く
なるかもしれません。

© 2025 西田洸

◀クマ目撃ＭＡＰ
当センターではクマの目撃情報を収集・
公開しています。目撃時は情報提供を
お願いします。
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長い冬を耐え抜いた植物たちが一斉に葉を展開し、我先にと

日の光を求めます。一部の植物ではこの芽生えの短い期間に

紅葉することが知られています。もうすぐ裏磐梯にも春が

やってきます。季節外れの紅葉をぜひ探してみてください。

「春紅葉」

裏磐梯ビジターセンターのリニューアルオープンを記念したイベントを行います！

オープンについての詳細は内側の「ようこそビジターセンターへ」をご覧ください。

裏磐梯ビジターセンター
リニューアルオープン記念イベント

m arche
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屋外マルシェ（9：00～） 4.18（金）
̃4.20（日）の
　3日間開催！

ECO
無くなり次第
終了

ノベルティ配布（OPEN～）ノベルティ配布

展示に
ヒントが
あるかも？

館内展示クイズ（OPEN～）

記念講演会（13：00～）

4.18 11:30̃RENEWAL OPEN!4.18 11:30̃RENEWAL OPEN!（　金　）

裏磐梯ビジターセンターのリニューアルオープンを記念したイベントを行います！

オープンについての詳細は内側の「ようこそビジターセンターへ」をご覧ください。

記念講演会（13

RENEWAL OPEN!RENEWAL OPEN!RENEWAL OPEN!RENEWAL OPEN!RENEWAL OPEN!RENEWAL OPEN!

屋外マルシェの開催

記念式典（関係者のみ）

OPEN！

記念講演会

9：00～

11：00～

11：30～

13：00～

タイムスケジュール

磐梯朝日国立公園やその周辺で研究を行った大学生や高校生、一般団体の研究や

活動成果を発表する「研究発表会」を行いました！

当日の様子を YouTube 上で配信していますので、ぜひご視聴ください！

裏磐梯ビジターセンターの公式 YouTube チャンネルでは他にも裏磐梯の生き物や自然など

様々な情報を動画で紹介しています！

研究発表会の様子を配信中！

2025 年 3 月 9日▶
研究発表会の様子 YouTubeYouTube


